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1.7 考察 
1.7.1 フライアッシュを結合材と考えた場合 
 (1) HFSC の遮塩性について 

 海水濃度 3 種類に対して、表面から 4cm までの塩分浸透量の測定結果を図 1.3 に示す。 
 

 
 水結合材比 30％のコンクリートにおける塩分浸透量に関しては次のような傾向にある。 
①表面 1cm の塩分浸透量は、OPC の方が HFSC より多い。また、浸せき液の塩分濃度が高く

なるほど、OPC と HFSC との塩分量の差が大きくなる。 
②2cm より内側については、OPC と HFSC の塩分量はほぼ同等である。ただし、内側に行く

に従い塩分量は減少するが、HFSC ではその減少率が小さい。 
 
水結合材比 60％のコンクリートについては次のような傾向にある。 
①HFSC では表面から 1cm と 2cm の間で、浸透塩分量は 1/5 程度になる。 
②HFSC では、2cm 以深において浸透塩分量が減少しない。この傾向は塩分濃度が高くなるほ

ど顕著となる。 
③今回の測定では、表面から 4cm の塩分量を分析したが、HFSC の水セメント比 60％のケー

スでは、さらに深くまで塩分が浸透している可能性がある。 
 
以上から、コンクリートの持つ遮塩性に関しては、水結合材比が 30％の高流動コンクリート

の領域において、OPC と HFSC の遮塩性はほぼ同等といえるが、水セメント比が 60％の普通

コンクリートの領域においては、HFSC の遮塩性は OPC より小さいといえる。 
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図 1.3 塩分浸透量の比較（海水濃度 100%の場合） 
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 (2) ひび割れのない場合の鉄筋の腐食について 
 (ⅰ) 腐食面積 

 浸せき液の濃度、かぶりの大きさ、混練水中の塩分量をパラメータとした鉄筋の腐食面積率

の測定結果を図 1.4～1.5 に示す。 
 

 

 

腐食面積率（かぶり25mm　ひび割れなし）
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図 1.4 浸せき液が腐食面積に与える影響 

腐食面積率（海水濃度100％　ひび割れなし）
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図 1.5 かぶりが腐食面積に与える影響 
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この結果から、水セメント 30％の OPC と HFSC を比較して次のことがいえる。 
①海水濃度 100％において、OPC では腐食は生じなかった。HFSC では腐食面積が 10％程度

発生した。先の塩分浸透結果とあわせると、HFSC30％では、塩分浸透量は OPC と同等で

あるが、OPC では腐食が生じないのに対して、HFSC では腐食が生じている。これは、HFSC
の低アルカリ性が鉄筋表面に不動態を形成しないことによることが原因と思われる。 

②かぶりが 15mm とした場合の HFSC の鉄筋の腐食面積は大きい。OPC では、15mm であ

っても鉄筋の腐食面積は小さいが、HFSC では 50％の腐食面積率に達する。 
③海水を混練水に入れることにより塩分濃度が高まり腐食は進行するが、その影響はさほど大

きくない。HFSC では、塩分含有量よりも、pH 低下の影響の方が大きいものと推定される。 
 
また、水セメント比 60％の OPC と HSFC の比較において次のことがいえる。 

①水セメント比 60％の OPC 中では、鉄筋の発生面積は低い。かぶりを大きくとることで腐食

を防止することも可能である。 
②HFSC ではいずれのケースも腐食面積率が、80％以上に達し、混練水に海水を使用した場合

など厳しい条件下では発生面積率が 100％のものをあった。 
 
以上から、水セメント比 30％の HFSC においては、遮塩性は OPC と同等であるが、塩分濃

度にかかわらず、鉄筋は OPC より腐食しやすい環境にあることがわかる。また、水セメント

比 60％の HFSC では、上記の腐食しやすい環境に加えて、塩分浸透量も多いために、激しい

腐食に至ったものと推定される。 

腐食面積率（海水濃度100％　かぶり35mm、ひび割れなし）
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図 1.6 混練水中の塩分が腐食面積に与える影響 
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 (3) ひび割れを有する場合の鉄筋腐食について 
 (ⅰ) 腐食面積率 

 OPC および HFSC の水セメント 30％と 60％におけるひび割れ幅と腐食面積率の関係を図

1.7 に示す。 
 

 
 腐食面積は、ひび割れ幅が大きくなると増大する傾向にある。また、HFSC の水セメント比

60％はひび割れがない場合でも 90％と大きいために、ひびわれ幅が増大しても影響は小さい。

HFSC60％の鉄筋位置 25mm では、塩素イオンの進入量は OPC より少ないが、ひび割れが発

生しない場合でも鉄筋の腐食が進行することがわかった。これは pH が低いこととで鉄の不導

体ができないことと、低強度でセメント水和体の組織がポーラスなために腐食性の環境におか

れたものと推定される。 
HFSC の水セメント比 30％では、OPC の同一配合より腐食面積が大きく、またひび割れ幅の

増大により腐食面積が増大する割合も大きい。腐食面積率は、OPC の水セメント比 60％とほ

ぼ同等であると考えられる。 
 
1.7.2 フライアッシュの反応率を考慮した場合 
 1.6（2）で述べたように、圧縮強度試験結果から試験開始時のフライアッシュ反応率を考慮

すると HFSC30 と OPC60 は反応した水結合材比がほぼ 60％で同等と見なせることがわかっ

た。ここでは鉄筋腐食に関して、強度発現上の水結合材比がコンクリート中の鉄筋の腐食性状

にも当てはまるかどうか、HFSC30 と OPC60 を比較することによって検討した。 
 

腐食面積率（海水濃度100％かぶり25mm　）
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図 1.7 ひび割れ幅が鉄筋腐食面積に与える影響 

- 14 -



- 15 -



- 16 -



- 17 -



- 18 -



- 19 -



- 20 -



- 21 -



- 22 -



- 23 -



- 24 -



- 25 -



- 26 -



- 27 -



- 28 -



- 29 -



- 30 -


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



